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2状態をPMDエミュレータで発生させた。ここで用いたPMD

エミュレータは2セクションであるため，SOPMDはPSD成分

のみを含み，DGD，SOPMDはどちらも周波数依存性をもた

ない。

1次PMDC部では，系全体のPSPが入射SOPに同一である

ように偏波状態が制御されるために，伝送路と補償用DGDが

偏波制御器で接続された伝送路全体のDGD量は，入射SOPに

応じて変化する。2次PMDによるペナルティはDGD量にも影

響されるため，2次PMDによるペナルティも入射SOPに応じ

て変化することとなる。よって，1次PMDCを含んだ系の場合

には，入射SOPに対してビットエラーレート（BER）の平均

をとることにより評価した。

BER試験の結果は図7のとおりである。（a）は伝送路が直結

されている状態（Back to back），（b）はDGD 30 ps＋SOPMD

441 ps2の被補償部を 1次PMDCとHOPCとで補償した場合，

（c）はDGD 30 ps＋SOPMD 441 ps2の被補償部を1次PMDCの

みで補償した場合，（d）はDGD 30 psのみの被補償部をPMD

補償しない場合，（e）はDGD 30 ps＋SOPMD 441 ps補 叔 し と
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